
※CNS26 単位教育課程 
科 目 
コード 51551 

授業 

科目 
実践老年看護特論Ⅰ 

Practical Geriatric Nursing TheoryⅠ 
担当 

教員 
○大湾明美 

田場由紀 

開講年次 博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 専門科目・特論 
授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 ３０時間 

授業概要 老年看護に関する概念や歴史を理解し、高齢者の特性及びそのアセスメントとケアを習得し、高度な看

護実践に必要な高齢者の健康生活への理解を深める。 

到達目標 
1. 高齢者及び老年看護に関連する概念､歴史について､述べることができる。 

2. 高齢者の特性（身体機能､精神機能､社会機能､生活環境､地域文化）について､述べることができる。 

3. 高齢者ケアにおけるアセスメントとケアについて、述べることができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第１回 

 

第２回 

 

 

第３回 

～ 

第７回 

 

 

 

 

第８回 

～ 

第 13 回 

 

 

 

 

 

第 14 回 

 

第 15 回 

 

 

高齢者及び老年看護の概念 

（老年期とは？、健康とは？生活とは？等） 

老年看護の歴史 

（日本及び諸外国における老年看護の歴史等） 

 

高齢者の特性 

①生活環境：生活の場、高齢者とバリアフリー、地域特性等 

②身体機能：加齢と老化、生理機能、感覚機能、老年症候群等 

③精神機能：生きがい、主観的健康感、主観的幸福感等 

④社会機能：社会関係、サクセスフルエイジング等 

⑤地域文化：高齢者と地域文化等 

 

高齢者ケアにおけるアセスメントとケア 

①アセスメントとケアの基本 

②コミュニケーション、面接技法 

③評価方法、アセスメントツール 

④食事機能 

⑤排泄機能と清潔機能 

⑥移動機能 

 

老年看護における実践・教育・研究の動向と課題 

 

まとめ 

 

 

大湾明美 

 

〃 

 

 

 

田場由紀 

〃 

大湾明美 

〃 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 

〃 

田場由紀 

〃 

〃 

 

大湾明美 

 

大湾明美 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 
運営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 

 

※CNS26 単位教育課程 
科 目 

コード 
51552 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅱ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅱ 

担当 

教員 

○大湾明美 

 田場由紀 

開講年次 
博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

複雑な健康問題を持つ高齢者について、老年期の発達課題、老年看護の理論・モデル、高齢者のセル

フケア、高齢者の倫理についての理解を深める。また、家族を含めて高齢者の抱える健康問題を解決する

ために、家族を理解するための理論や家族関係などを学習する。 

到達目標 
1. 老年期の発達課題について､述べることができる。 

2. 老年看護に用いられる主要な理論・モデルについて､述べることができる。 

3. 高齢者のセルフケアに関する理論と実際について、述べることができる。 

4. 高齢者と家族の問題と解決方法について、述べることができる。 

5. 高齢者をめぐる倫理上の課題について､述べることができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

 

第１回 

第２回 

 

 

第３回 

第４回 

第５回 

 

 

第６回 

第７回 

第８回 

第９回 

 

 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

 

第 14 回 

 

 

第 15 回 

 

老年期の発達課題 

①ライフサイクル、エイジング、エリクソン等 

②自我発達 

 

老年看護の理論・モデル 

①ストレングスモデル、エンパワメント等 

②役割理論、危機理論、社会的学習理論等 

③ニーズ論 

 

高齢者のセルフケア 

①セルフケアの概念、セルフケア理論等 

②セルフケアをめぐる看護研究 

③高齢者のセルフケア能力を活かした看護 

④家族のセルフケア機能、家族のセルフケアと看護 

 

高齢者と家族 

①家族の定義、家族の健康、家族の形態と機能等 

②家族を理解するための理論：家族関係論、家族システム論等 

③家族関係の問題と解決方法 

④介護者としての家族 

 

高齢者と倫理 

（自己決定、インフォ－ムドコンセント、人権擁護） 

 

まとめ 

 

大湾明美 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

〃 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

 

 

〃 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 
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※CNS26 単位教育課程 
科 目 

コード 
51552 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅱ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅱ 

担当 

教員 

○大湾明美 

 田場由紀 

開講年次 
博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

複雑な健康問題を持つ高齢者について、老年期の発達課題、老年看護の理論・モデル、高齢者のセル

フケア、高齢者の倫理についての理解を深める。また、家族を含めて高齢者の抱える健康問題を解決する

ために、家族を理解するための理論や家族関係などを学習する。 

到達目標 
1. 老年期の発達課題について､述べることができる。 

2. 老年看護に用いられる主要な理論・モデルについて､述べることができる。 

3. 高齢者のセルフケアに関する理論と実際について、述べることができる。 

4. 高齢者と家族の問題と解決方法について、述べることができる。 

5. 高齢者をめぐる倫理上の課題について､述べることができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

 

第１回 

第２回 

 

 

第３回 

第４回 

第５回 

 

 

第６回 

第７回 

第８回 

第９回 

 

 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

 

第 14 回 

 

 

第 15 回 

 

老年期の発達課題 

①ライフサイクル、エイジング、エリクソン等 

②自我発達 

 

老年看護の理論・モデル 

①ストレングスモデル、エンパワメント等 

②役割理論、危機理論、社会的学習理論等 

③ニーズ論 

 

高齢者のセルフケア 

①セルフケアの概念、セルフケア理論等 

②セルフケアをめぐる看護研究 

③高齢者のセルフケア能力を活かした看護 

④家族のセルフケア機能、家族のセルフケアと看護 

 

高齢者と家族 

①家族の定義、家族の健康、家族の形態と機能等 

②家族を理解するための理論：家族関係論、家族システム論等 

③家族関係の問題と解決方法 

④介護者としての家族 

 

高齢者と倫理 

（自己決定、インフォ－ムドコンセント、人権擁護） 

 

まとめ 

 

大湾明美 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

〃 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

 

 

〃 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 
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※CNS26 単位教育課程 

科 目 
コード 51553 

授業 

科目 
実践老年看護特論Ⅲ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅲ 
担当 

教員 
○大湾明美 

田場由紀 

開講年次 博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 ２単位 科目 

分類 専門科目・特論 
授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 高齢者のサポートシステムの現状と実際について理解し、今後の高齢者のためのサポートシステムを 

創造し、提案する。 

到達目標 

1. 高齢者のサポートシステムの基本的な概念について、述べることができる。 

2. 高齢者の保健・医療・福祉・看護のサポートシステムの現状について、述べることができる。 

3. 高齢者のサポートシステムの実際を具体的に理解することができる。 

4. 高齢者のサポートシステムを創造し、提案することができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第１回 

第２回 

～ 

第４回 

 

 

第５回 

第６回 

 

 

第７回 

第８回 

 

第９回 

～ 

第１２回 

 

第 1３回 

第 1４回 

 

 

第 15 回 

 

 

高齢者のサポートシステムの基本的な概念（ケアマネジメント、ソーシャルサポート等） 

高齢者のサポートシステムの現状 

①保健・医療からみたサポートシステム 

②福祉・介護からみたサポートシステム 

③看護からみたサポートシステム 

 

高齢者のサポートシステムの実際① 

在宅の事例 

 

 

高齢者のサポートシステムの実際② 

新しい住まいの事例 

 

高齢者のサポートシステムの実際③ 

地域における事例 

 

 

高齢者のサポートシステムの創造 

今後のサポートシステムの提案 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

大湾明美 

 

〃 

〃 

〃 

 

田場由紀 

 

 

 

田場由紀 

 

 

 

大湾明美 

 

 

 

〃 

 

 

大湾・田場 

 

 

 

 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 

※CNS26 単位教育課程 

科 目 
コード 51554 

授業 

科目 
実践老年看護特論Ⅳ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅳ 
担当 

教員 

○大湾明美 

  田場由紀 

桑田美代子(非常勤) 

開講年次 博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 ２単位 科目 

分類 専門科目・特論 
授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 高齢者を取り巻く社会の変遷と社会保障、高齢者ケアに関連する政策、老人看護専門看護師の活動と

看護管理の現状と実際について、理解を深める。 

到達目標 

1. 高齢者を取り巻く社会の変遷と社会保障について、述べることができる。 

2. 高齢者ケアに関連する政策について、述べることができる。 

3. 老人専門看護師の活動をとおしてその役割機能等について、述べることができる。 

4. 看護管理の現状と課題について、述べることができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第１回 

第２回 

 

第３回 

第４回 

 

第５回 

第６回 

 

第７回 

第８回 

 

第９回 

第 10 回 

 

 

第 11 回 

第 12 回 

 

第 13 回 

第 14 回 

 

第 15 回 

 

 

高齢者を取り巻く社会の変遷 

  〃 

 

超高齢社会における社会保障の動向 

  〃 

 

保健・医療・福祉・介護の政策 

  〃 

 

老年看護に関連する政策 

〃 

 

老人専門看護師の活動 

①専門看護師誕生の背景、歴史、教育課程等 

②老人看護専門看護師の役割機能 

 

高齢者ケア施設における看護管理の現状と課題 

 〃 

 

高齢者ケア施設における看護管理の研究の現状と課題 

  〃 

 

まとめ 

 

大湾明美 

 

 

〃 

 

 

田場由紀 

 

 

〃 

 

 

 

桑田美代子(非常勤) 

〃 

 

〃 

 

 

大湾明美 

 

 

大湾明美 

 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 
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※CNS26 単位教育課程 

科 目 
コード 51554 

授業 

科目 
実践老年看護特論Ⅳ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅳ 
担当 

教員 

○大湾明美 

  田場由紀 

桑田美代子(非常勤) 

開講年次 博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 ２単位 科目 

分類 専門科目・特論 
授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 高齢者を取り巻く社会の変遷と社会保障、高齢者ケアに関連する政策、老人看護専門看護師の活動と

看護管理の現状と実際について、理解を深める。 

到達目標 

1. 高齢者を取り巻く社会の変遷と社会保障について、述べることができる。 

2. 高齢者ケアに関連する政策について、述べることができる。 

3. 老人専門看護師の活動をとおしてその役割機能等について、述べることができる。 

4. 看護管理の現状と課題について、述べることができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第１回 

第２回 

 

第３回 

第４回 

 

第５回 

第６回 

 

第７回 

第８回 

 

第９回 

第 10 回 

 

 

第 11 回 

第 12 回 

 

第 13 回 

第 14 回 

 

第 15 回 

 

 

高齢者を取り巻く社会の変遷 

  〃 

 

超高齢社会における社会保障の動向 

  〃 

 

保健・医療・福祉・介護の政策 

  〃 

 

老年看護に関連する政策 

〃 

 

老人専門看護師の活動 

①専門看護師誕生の背景、歴史、教育課程等 

②老人看護専門看護師の役割機能 

 

高齢者ケア施設における看護管理の現状と課題 

 〃 

 

高齢者ケア施設における看護管理の研究の現状と課題 

  〃 

 

まとめ 

 

大湾明美 

 

 

〃 

 

 

田場由紀 

 

 

〃 

 

 

 

桑田美代子(非常勤) 

〃 

 

〃 

 

 

大湾明美 

 

 

大湾明美 

 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 
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※CNS26 単位教育課程 

科 目 
コード 51555 

授業 

科目 
実践老年看護演習Ⅰ 

Practical Geriatric Nursing SeminarⅠ 
担当 

教員 
○大湾明美 
田場由紀 

開講年次 博士前期課程 

1～２年次 
単位数 ２単位 科目 

分類 専門科目・演習 
授業

形態 
演習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 ６０時間 

授業概要 
在宅における高齢者ケアがエビデンスに基づいて実践できるように、重要な概念及び現状と課題につ

いて、最新の国内外の文献を通して知識を深め、自己の課題を明確化する。 

また、在宅の高齢者ケアにおける高度の看護専門職者としての役割機能について、学習する。 

到達目標 

1. 在宅における高齢者ケアにおける重要な概念及びケアの現状と課題について、述べることができる。 

2. 文献学習により在宅における高齢者ケアの知識を深め、研究方法や問題解決方法等の多様性を理解

することができる。 

3. 文献学習の結果を自己の課題につなげ、在宅における高齢者ケアの改善のための提案をすることがで

きる。 

4. 在宅における高齢者ケア、特に生活環境、生活活動、家族関係における看護の役割機能について、述

べることができる。 

5. 学生の関心を基に、実践上及び研究上の疑問を明らかにし、実習や課題研究に役立てることができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 
第１・２回 

 

第３～12 回 

 

第 13・14 回 

 

第 15・16 回 

 

第 17～22 回 

 

第 23・24 回 

 

第 25・26 回 

 

第 27・28 回 

 

第 29・30 回 

 

 

在宅における高齢者ケアの重要な概念及びケアの現状と課題 

    

文献学習①（認知症高齢者ケアに関する文献）〔教員または学生による提示〕 

   

文献学習の報告及び自己の課題の提案（学生報告） 

 

在宅における高齢者ケアにおける自己の課題の明確化 

 

文献学習②（自己の課題に関連する文献） 

 

在宅における高齢者ケアにおける看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

    

生活環境、生活活動に関する看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

 

家族関係に関する看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

 

在宅における高齢者ケアの改善のための計画書の報告及び課題の提案 

  
 
 

 
大湾明美 

 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 

田場由紀 
 
〃 
 
〃 
 

大湾明美・ 
田場由紀 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：演習内容により、資料や文献等を用いて進める。 
運 営：前半は教員主導、後半は学生主導で行う。 

※CNS26 単位教育課程 
科 目 
コード 51556 

授業 

科目 
実践老年看護演習Ⅱ 

Practical Geriatric Nursing Seminar Ⅱ 
担当 

教員 
○田場由紀 
大湾明美 

開講年次 博士前期課程 

1～2 年次 
単位数 ２単位 科目 

分類 専門科目・演習 
授業

形態 
演習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 ６０時間 

授業概要 
認知症高齢者ケアがエビデンスに基づいて実践できるように、重要な概念及び現状と課題について、最

新の国内外の文献を通して知識を深め、自己の課題を明確化する。 

また、認知症高齢者ケアにおける高度の看護専門職者としての役割機能について、学習する。 

到達目標 

1. 認知症高齢者ケアにおける重要な概念及びケアの現状と課題について、述べることができる。 

2. 文献学習により認知症高齢者ケアの知識を深め、研究方法や問題解決方法等の多様性を理解するこ

とができる。 

3. 文献学習の結果を自己の課題に繋げ、認知症高齢者ケアの改善のための提案をすることができる。 

4. 認知症高齢者ケア、特に生活環境、生活活動、家族関係における看護の役割機能について、述べる

ことができる。 

5. 学生の関心をもとに、実践上及び研究上の疑問を明らかにし、実習や課題研究に役立てることができ

る。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

１回-２回 

 

３回-1４回 

 

 

15 回-22 回 

 

 

23 回-24 回 

 

25 回-27 回 

 

27 回-28 回 

 

29 回-30 回 

 

 

認知症高齢者ケアにおける重要な概念及びケアの現状と課題 

    

文献学習① 

認知症高齢者ケアの現状 

   

文献学習② 

認知症高齢者ケアの開発と課題 

 

認知症高齢者ケアにおける看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

    

生活環境、生活活動に関する看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

 

家族関係に関する看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

 

認知症高齢者ケアの改善のための方法 

 

  

 

 

 

田場由紀 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

大湾明美 

 

〃 

 

〃 

 

田場由紀・ 

大湾明美 

 

 

 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：演習内容により、資料や文献等を用いて進める。 
運 営：前半は教員主導、後半は学生主導で行う。 
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※CNS26 単位教育課程 
科 目 
コード 51556 

授業 

科目 
実践老年看護演習Ⅱ 

Practical Geriatric Nursing Seminar Ⅱ 
担当 

教員 
○田場由紀 
大湾明美 

開講年次 博士前期課程 

1～2 年次 
単位数 ２単位 科目 

分類 専門科目・演習 
授業

形態 
演習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 ６０時間 

授業概要 
認知症高齢者ケアがエビデンスに基づいて実践できるように、重要な概念及び現状と課題について、最

新の国内外の文献を通して知識を深め、自己の課題を明確化する。 

また、認知症高齢者ケアにおける高度の看護専門職者としての役割機能について、学習する。 

到達目標 

1. 認知症高齢者ケアにおける重要な概念及びケアの現状と課題について、述べることができる。 

2. 文献学習により認知症高齢者ケアの知識を深め、研究方法や問題解決方法等の多様性を理解するこ

とができる。 

3. 文献学習の結果を自己の課題に繋げ、認知症高齢者ケアの改善のための提案をすることができる。 

4. 認知症高齢者ケア、特に生活環境、生活活動、家族関係における看護の役割機能について、述べる

ことができる。 

5. 学生の関心をもとに、実践上及び研究上の疑問を明らかにし、実習や課題研究に役立てることができ

る。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

１回-２回 

 

３回-1４回 

 

 

15 回-22 回 

 

 

23 回-24 回 

 

25 回-27 回 

 

27 回-28 回 

 

29 回-30 回 

 

 

認知症高齢者ケアにおける重要な概念及びケアの現状と課題 

    

文献学習① 

認知症高齢者ケアの現状 

   

文献学習② 

認知症高齢者ケアの開発と課題 

 

認知症高齢者ケアにおける看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

    

生活環境、生活活動に関する看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

 

家族関係に関する看護の役割機能（直接ケア、相談、調整、教育） 

 

認知症高齢者ケアの改善のための方法 

 

  

 

 

 

田場由紀 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

大湾明美 

 

〃 

 

〃 

 

田場由紀・ 

大湾明美 

 

 

 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：演習内容により、資料や文献等を用いて進める。 
運 営：前半は教員主導、後半は学生主導で行う。 
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※CNS26 単位教育課程 
科 目 
コード 51557 

授業 

科目 

実践老年看護実習Ⅰ 

Geriatric Nursing Practicum Ⅰ 

担当 

教員 

○田場由紀 

大湾明美  

開講年次 博士前期課程 

２年次前期 
単位数 ４単位 科目 

分類 
専門科目・実習 

授業

形態 
実習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 180 時間 

授業概要 
認知症や脳血管障害等により生活機能障害を持つ高齢者が生活している施設と在宅の場で、対象を総合

的にアセスメントし生活ニーズを導き、直接ケア、教育、相談、調整の役割機能をいかし、高度な看護実践

者としての能力を養う。 

到達目標 
1. 認知症などの生活機能障害を持つ高齢者の生活ニーズを解決するために、高度のアセスメント、計画、

実施（直接ケア、教育、相談、調整）、評価を展開することができる。 

2. 施設と在宅での高齢者ケアの実習を通して、看護実践上の課題を述べることができる。 

3. 高度な看護実践者として、看護実践上の課題の解決に向けた提案ができる。 

回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１．在宅でケアを受けている場での実習〔訪問看護ステーション等〕（４週間） 

（浦添市：名嘉村クリニック在宅ケアセンター） 

１）訪問看護ステーション等で、老人看護専門看護師相当の指導者（師長、所長、看

護部長）の指導を受け、アセスメント、計画、実施（直接ケア、教育、相談、調整）、

評価の看護実践を行う。 

２）看護実践事例のうち 3 事例を選択し、ケースレポートを作成する。事例選定は、

認知症高齢者、実習先の処遇困難事例を含むものとする。 

３）ケースレポートをもとに担当教員と事例検討し、看護実践上の課題を見いだす。 

４）看護実践上の課題の解決に向けたレポートを作成し、プレゼンテーションし、 

指導教員とディスカッションをする。 

５）課題の解決に向けたレポートを作成し、老人看護専門看護師相当の指導者に 

プレゼンテーションし、課題解決の具体策を共に検討する。 

 

２．集団でケアを受けている場での実習〔認知症高齢者の施設等〕（４週間） 

（那覇市：オリブ山病院認知症治療病棟） 

１）認知症高齢者の施設等で、老人看護専門看護師相当の指導者（師長、所長、 

看護部長）の指導を受け、アセスメント、計画、実施、評価の看護実践を３事例 

行い、ケースレポートを作成する。 

２）３事例のアセスメント、計画、実施、評価のケースレポートを作成し、看護実践 

上の課題を見いだす。 

３）看護実践上の課題の解決に向けたレポートを作成し、プレゼンテーションし、 

指導教員及び老人看護専門看護師相当の指導者とディスカッションをする。 

 

田場由紀 

大湾明美 

 

 

 

 

教育の 

進め方､ 

運営､評価 

 

進め方：学生は主体的に担当教員と実習先の指導者と調整し、指導のもとに計画、実施する。 

運営：学生の主体で展開する。 

評価：ディスカッションにおける参加度、実習先の指導者の情報、実習計画書、プレゼンテーション 

内容、ディスカッション内容、レポートに基づき、総合的に評価する。 

 

備 考 
 

※CNS26 単位教育課程 

科 目 

コード 
51558 

授業 

科目 

実践老年看護実習Ⅱ 

Geriatric Nursing Practicum Ⅱ 

担当 

教員 

○大湾明美 

田場由紀 

開講年次 博士前期課程 

２年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・実習 

授業

形態 
実習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 90 時間 

授業概要 
認知症高齢者の看護活動をとおして、高度な看護実践者に必要な家族を含む認知症高齢者への直接ケ

アを習得する。また、高齢者ケアの場で、看護職や保健医療福祉の専門職者への教育、相談、調整の能

力を習得する。 

到達目標 1. 認知症高齢者専門施設などで、家族を含む認知症高齢者への高度な直接ケアができる。 

2. 高齢者ケアの場で老人看護専門看護師の指導のもとに、専門看護師としての看護活動が理解できる。 

回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．認知症高齢者専門施設における実習（１週間）（岡山県：きのこ介護老人保健施設） 

１）老人看護専門看護師相当の指導者のもとに、「実践老年看護実習Ⅰ」での認知症

高齢者事例からの学びや看護実践上の課題の解決方法をいかし、家族へのケアを

含めて看護活動を実践する。 

２）看護活動の実践を、専門看護師に求められる役割機能（直接ケア、教育、相談、調

整）にそってレポートを作成する。 

   ３）レポートをもとに、プレゼンテーションし、担当教員とディスカッションを行う。 

   ４）老人専門看護師が身につけるべき看護実践の知識とスキルについてレポートする。 

 

２．老人看護専門看護師が勤務する機関・組織における実習（１週間）（東京都：青梅慶友

病院） 

１）老人看護専門看護師の看護活動（直接ケア、スタッフへの教育、相談、調整、管理

運営）に参加する。 

２）老人看護専門看護師の看護職や保健医療福祉の専門職者へのコンサルテーショ

ンや調整の視点からレポートを作成する。 

３）レポートをもとに、プレゼンテーションし、担当教員と老人看護専門看護師とディスカ

ッションを行う。 

４）老人専門看護師が身につけるべきコンサルテーションや調整についてレポートす

る。 

 

３．最終報告及び担当教員とのディスカッション 

   「実践老年看護実習Ⅰ」、「実践老年看護実習Ⅱ」の実習を振り返り、最終報告を行

い、担当教員とディスカッションをし、「実践老年看護課題研究」につなげる。 

 

 

大湾明美 

田場由紀 

 

教育の 

進め方､ 

運営､評価 

進め方：学生は主体的に担当教員と実習先の指導者と調整し、指導のもとに計画、実施する。 

運営：学生の主体で展開する。 

評価：ディスカッションにおける参加度、実習先の指導者の情報、実習計画書、プレゼンテーション 

内容、ディスカッション内容、レポートに基づき、総合的に評価する。 

備 考 
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※CNS26 単位教育課程 

科 目 

コード 
51558 

授業 

科目 

実践老年看護実習Ⅱ 

Geriatric Nursing Practicum Ⅱ 

担当 

教員 

○大湾明美 

田場由紀 

開講年次 博士前期課程 

２年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・実習 

授業

形態 
実習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 90 時間 

授業概要 
認知症高齢者の看護活動をとおして、高度な看護実践者に必要な家族を含む認知症高齢者への直接ケ

アを習得する。また、高齢者ケアの場で、看護職や保健医療福祉の専門職者への教育、相談、調整の能

力を習得する。 

到達目標 1. 認知症高齢者専門施設などで、家族を含む認知症高齢者への高度な直接ケアができる。 

2. 高齢者ケアの場で老人看護専門看護師の指導のもとに、専門看護師としての看護活動が理解できる。 

回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．認知症高齢者専門施設における実習（１週間）（岡山県：きのこ介護老人保健施設） 

１）老人看護専門看護師相当の指導者のもとに、「実践老年看護実習Ⅰ」での認知症

高齢者事例からの学びや看護実践上の課題の解決方法をいかし、家族へのケアを

含めて看護活動を実践する。 

２）看護活動の実践を、専門看護師に求められる役割機能（直接ケア、教育、相談、調

整）にそってレポートを作成する。 

   ３）レポートをもとに、プレゼンテーションし、担当教員とディスカッションを行う。 

   ４）老人専門看護師が身につけるべき看護実践の知識とスキルについてレポートする。 

 

２．老人看護専門看護師が勤務する機関・組織における実習（１週間）（東京都：青梅慶友

病院） 

１）老人看護専門看護師の看護活動（直接ケア、スタッフへの教育、相談、調整、管理

運営）に参加する。 

２）老人看護専門看護師の看護職や保健医療福祉の専門職者へのコンサルテーショ

ンや調整の視点からレポートを作成する。 

３）レポートをもとに、プレゼンテーションし、担当教員と老人看護専門看護師とディスカ

ッションを行う。 

４）老人専門看護師が身につけるべきコンサルテーションや調整についてレポートす

る。 

 

３．最終報告及び担当教員とのディスカッション 

   「実践老年看護実習Ⅰ」、「実践老年看護実習Ⅱ」の実習を振り返り、最終報告を行

い、担当教員とディスカッションをし、「実践老年看護課題研究」につなげる。 

 

 

大湾明美 

田場由紀 

 

教育の 

進め方､ 

運営､評価 

進め方：学生は主体的に担当教員と実習先の指導者と調整し、指導のもとに計画、実施する。 

運営：学生の主体で展開する。 

評価：ディスカッションにおける参加度、実習先の指導者の情報、実習計画書、プレゼンテーション 

内容、ディスカッション内容、レポートに基づき、総合的に評価する。 

備 考 
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※CNS26単位教育課程 

科 目 

コード 
51559 

授業 

科目 

実践老年看護課題研究 
Practical Geriatric Nursing Problem 

Study 

担当 

教員 

◎大湾明美 

◎田場由紀 

開講年次 
博士前期課程 

1～2年次 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・課題研究 

授業 

形態 
演習 

選択必修 選択(分野必修) 時間数 60時間 

授業概要 
老年看護領域に関連した現場で（自分が）直面する課題に焦点をあて、講義･演習･実習を通

して得た課題の知識・技術を参考に、看護実践の改善・改革に関する報告書を作成する。 

到達目標 

1.研究指導教員の指導の下で研究課題を明確化し、看護実践上の問題の追及ならびにその改

善・改革を考究できる。 

2.論理的・倫理的思考ができ、実践における事実や思考過程のプロセスを記述できる。 

3.専門職者として生涯学習する態度を身につける。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

１年次 

 

 

 

 

2年次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・ 

 

1年次 

 

 

 

 

＜2年間での修了予定の場合＞ 

 4月 入学時ガイダンス：実践看護の課題に関するオリエンテーション* 

   研究指導教員希望届の提出・決定* 

履修指導、履修届の提出* 

＜11月～6月 CNS実習Ⅰ（4単位）＞                 

実習体験を通して課題を明確化する。 

 4月 課題研究計画書の作成 

 研究倫理審査申請 研究フィールドの依頼と決定 

 5月 研究課題にそって情報収集・情報分析 

   ＜7月～ CNS実習Ⅱ(2単位)＞ 

10月(4月) 課題研究報告書作成 

      主査・副査の決定 考察・論文作成 

12月(6月) 課題研究報告書（第１稿）・学位審査申請書の提出 * 

 1月(7月) 中間発表会、課題研究報告書(最終稿)の提出 * 

 2月(8月)  課題研究報告書審査・最終試験 * 

      合否及び修了判定 

 3月(9月)  公開発表会 *  

 課題研究報告書(保存版)の提出 * 

                   ※( )内は前学期修了予定の日程 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜3年間での修了予定の場合＞ 

 4月 入学時ガイダンス：実践看護の課題に関するオリエンテーション* 

   研究指導教員希望届の提出・決定* 

履修指導、履修届の提出* 

＜11月～3月 CNS実習Ⅰ（2単位）＞                    

実習体験を通して課題を明確化する。 

 

大湾明美 

田場由紀  
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※CNS26単位教育課程 

科 目 

コード 
51559 

授業 

科目 

実践老年看護課題研究 
Practical Geriatric Nursing Problem 

Study 

担当 

教員 

◎大湾明美 

◎田場由紀 

開講年次 
博士前期課程 

1～2年次 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・課題研究 

授業 

形態 
演習 

選択必修 選択(分野必修) 時間数 60時間 

授業概要 
老年看護領域に関連した現場で（自分が）直面する課題に焦点をあて、講義･演習･実習を通

して得た課題の知識・技術を参考に、看護実践の改善・改革に関する報告書を作成する。 

到達目標 

1.研究指導教員の指導の下で研究課題を明確化し、看護実践上の問題の追及ならびにその改

善・改革を考究できる。 

2.論理的・倫理的思考ができ、実践における事実や思考過程のプロセスを記述できる。 

3.専門職者として生涯学習する態度を身につける。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

１年次 

 

 

 

 

2年次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・ 

 

1年次 

 

 

 

 

＜2年間での修了予定の場合＞ 

 4月 入学時ガイダンス：実践看護の課題に関するオリエンテーション* 

   研究指導教員希望届の提出・決定* 

履修指導、履修届の提出* 

＜11月～6月 CNS実習Ⅰ（4単位）＞                 

実習体験を通して課題を明確化する。 

 4月 課題研究計画書の作成 

 研究倫理審査申請 研究フィールドの依頼と決定 

 5月 研究課題にそって情報収集・情報分析 

   ＜7月～ CNS実習Ⅱ(2単位)＞ 

10月(4月) 課題研究報告書作成 

      主査・副査の決定 考察・論文作成 

12月(6月) 課題研究報告書（第１稿）・学位審査申請書の提出 * 

 1月(7月) 中間発表会、課題研究報告書(最終稿)の提出 * 

 2月(8月)  課題研究報告書審査・最終試験 * 

      合否及び修了判定 

 3月(9月)  公開発表会 *  

 課題研究報告書(保存版)の提出 * 

                   ※( )内は前学期修了予定の日程 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜3年間での修了予定の場合＞ 

 4月 入学時ガイダンス：実践看護の課題に関するオリエンテーション* 

   研究指導教員希望届の提出・決定* 

履修指導、履修届の提出* 

＜11月～3月 CNS実習Ⅰ（2単位）＞                    

実習体験を通して課題を明確化する。 

 

大湾明美 

田場由紀  

２年次 

 

３年次 

＜4月～3月 CNS実習Ⅰ（2単位）＞                     

実習体験を通して課題を明確化する。 

 4月 課題研究計画書の作成 

 研究倫理審査申請 研究フィールドの依頼と決定 

 5月 研究課題にそって情報収集・情報分析 

      ＜4月～ CNS実習Ⅱ(2単位)＞ 

10月(4月)  課題研究報告書作成 

       主査・副査の決定 考察・論文作成 

12月(6月)  課題研究報告書（第１稿）・学位審査申請書の提出* 

 1月(7月)  中間発表会、課題研究報告書(最終稿)の提出* 

 2月(8月)  課題研究報告書審査・最終試験* 

       合否及び修了判定 

 3月(9月)   公開発表会*  

  課題研究報告書(保存版)の提出* 

                 ※( )内は前学期修了予定の日程 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 

審査委員会により総合科目試験（口頭及び筆答による）、課題研究報告書の審査および最終試

験（口頭又は筆答による）を行う。 

備 考 

注）＊印のついた項目は、日程または提出期限が定められるものである。したがって、各自掲

示には十分注意を払うこと。 

◎は研究指導教員、それ以外は研究指導補助教員を示す。 
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※CNS38 単位教育課程 
科 目 
コード 51561 

授業 

科目 
実践老年看護特論Ⅰ 

Practical Geriatric Nursing TheoryⅠ 
担当 

教員 
○大湾明美 田場由紀 

桑田美代子(非常勤) 

開講年次 博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 専門科目・特論 
授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 ３０時間 

授業概要 
老年看護の基盤として、老いの理解に必要な理論や概念（生涯人間発達論、適応理論、QOL、ニー

ズ論）と、老年看護の高度実践に必要なモデル（ストレングスモデル、ICF モデル、セルフケア、文化看

護）について学ぶ。また、高齢者ケアにおける倫理的課題と我が国の高齢者ケアの方向性ふまえ、地域

志向の老人専門看護師としての役割・機能を学修する。 

到達目標 

1．老いの理解に必要な生涯人間発達論、適応理論、QOL、ニーズ論を学び、老いの特徴を踏まえた高 

齢者の捉え方を述べることができる。 

2．老年看護の高度実践に必要なストレングスモデル、ICF モデル、セルフケア、文化看護の概念を理解 

し、高齢者ケアの考え方を述べることができる。 

3．高齢者ケアにおける倫理について述べることができる。 

4．我が国の高齢者ケアの動向と方向性を述べることができる。 

5．老人専門看護師の高度な実践から役割機能を学び、学んだ理論と実践をつなげて自らの課題を見 

出すことができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

 

 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

第 8 回 

 

 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

 

第 12 回 

 

 

第 13 回 

第 14 回 

 

第 15 回 

1．老いの理解 

①生涯人間発達論 

②適応理論（サクセスフル・エイジング） 

③QOL の概念 

④ニーズ論 

 

2．老年看護のケアモデルと高齢者ケアの考え方 

①ストレングスモデル 

②セルフケアの概念 

③ICF モデル 

④文化看護 

 

3．高齢者ケアにおける倫理的課題 

①急性期病院における倫理的課題 

②慢性期・高齢者施設における倫理的課題 

③在宅ケアにおける倫理的課題 

 

4．我が国における高齢者の疫学と高齢者ケアの動向およびケアの方向性 

 

5．老人専門看護師の活動と役割機能 

  ①老人専門看護師認定制度の誕生の背景と展望 

  ②老人専門看護師の役割機能と活動の実際 

 

6．まとめ 

老人専門看護師をめざす自己の課題のプレゼンテーション（学生） 

 

大湾明美 

〃 

〃 

〃 

 

   

田場由紀 

〃 

〃 

大湾明美 

 

 

大湾明美 

〃 

〃 

 

大湾明美 

 

 

桑田美代子 

〃 

 

大湾･田場 

テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 
運営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 

※CNS38 単位教育課程 
科 目 

コード 
51562 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅱ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅱ 

担当 

教員 

○大湾明美 田場由紀 

佐久川政吉（非常勤） 

開講年次 
博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

高齢者の生活における複雑な健康課題を、身体的、精神的、社会的側面と環境、文化との相互作用で

捉える包括的アセスメントについて学修する。また、認知症高齢者のアセスメント上の留意点や、高度な医

療支援や生活支援を必要とする在宅高齢者のアセスメントについて EBP に基づいて学修する。 

到達目標 

1．高齢者の生活を、身体的・精神的・社会的健康の状況と環境、地域文化との相互作用の視点から包括 

的アセスメントについて述べることができる。 

2．EBP の構成要素を理解し、エビデンスの活用と高齢者を主体とした看護実践に必要な生活ニーズのア 

セスメントについて述べることができる。 

3．認知機能のアセスメント上の課題と留意点を述べることができる。 

4．アセスメントが看護実践に及ぼす影響について述べることができる。 

4．高齢者を主体とした看護実践を、包括的なアセスメントに基づいて実践するための自己の課題と解決策 

を述べることができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

 

 

  第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

 

 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

 

 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

 

第 15 回 

1．高齢者の健康と生活 

①高齢者の身体的・精神的・社会的特徴と個体の適応 

②高齢者の健康と環境との相互作用 

③高齢者の健康と地域文化との相互作用 

 

2．EBP と高齢者の包括的アセスメント 

①EBP と生活ニーズ 

②生活ニーズをアセスメントする英国式アセスメントガイドライン 

③高齢者総合機能評価（CGA） 

④高齢者の身体機能、精神機能、社会機能のアセスメントに用いられる様々なスケール 

 

3．ケア環境に応じたアセスメントの特徴 

①治療の場におけるアセスメント 

②療養や高齢者施設の場におけるアセスメント 

③在宅の場におけるアセスメント 

④エンド・オブ・ライフ期におけるアセスメント 

 

4．高齢者（在宅･認知症）のアセスメントが看護実践に及ぼす影響（事例展開） 

①高度な医療支援を必要とする在宅高齢者のアセスメントによるケアの実際 

②治療の場における認知症高齢者のアセスメントによるケアの実際 

③生活の場における認知症高齢者のアセスメントによるケアの実際 

 

5．まとめ 

高齢者を主体とした看護実践を、包括的なアセスメントに基づいて実践するための自己

の課題と解決策のプレゼンテーション（学生） 

 

大湾明美 

〃 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

〃 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

〃 

〃 

 

 

大湾明美 

佐久川政吉 

〃 

 

 

大湾･田場 

 

テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 
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※CNS38 単位教育課程 
科 目 

コード 
51562 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅱ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅱ 

担当 

教員 

○大湾明美 田場由紀 

佐久川政吉（非常勤） 

開講年次 
博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

高齢者の生活における複雑な健康課題を、身体的、精神的、社会的側面と環境、文化との相互作用で

捉える包括的アセスメントについて学修する。また、認知症高齢者のアセスメント上の留意点や、高度な医

療支援や生活支援を必要とする在宅高齢者のアセスメントについて EBP に基づいて学修する。 

到達目標 

1．高齢者の生活を、身体的・精神的・社会的健康の状況と環境、地域文化との相互作用の視点から包括 

的アセスメントについて述べることができる。 

2．EBP の構成要素を理解し、エビデンスの活用と高齢者を主体とした看護実践に必要な生活ニーズのア 

セスメントについて述べることができる。 

3．認知機能のアセスメント上の課題と留意点を述べることができる。 

4．アセスメントが看護実践に及ぼす影響について述べることができる。 

4．高齢者を主体とした看護実践を、包括的なアセスメントに基づいて実践するための自己の課題と解決策 

を述べることができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

 

 

  第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

 

 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

 

 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

 

第 15 回 

1．高齢者の健康と生活 

①高齢者の身体的・精神的・社会的特徴と個体の適応 

②高齢者の健康と環境との相互作用 

③高齢者の健康と地域文化との相互作用 

 

2．EBP と高齢者の包括的アセスメント 

①EBP と生活ニーズ 

②生活ニーズをアセスメントする英国式アセスメントガイドライン 

③高齢者総合機能評価（CGA） 

④高齢者の身体機能、精神機能、社会機能のアセスメントに用いられる様々なスケール 

 

3．ケア環境に応じたアセスメントの特徴 

①治療の場におけるアセスメント 

②療養や高齢者施設の場におけるアセスメント 

③在宅の場におけるアセスメント 

④エンド・オブ・ライフ期におけるアセスメント 

 

4．高齢者（在宅･認知症）のアセスメントが看護実践に及ぼす影響（事例展開） 

①高度な医療支援を必要とする在宅高齢者のアセスメントによるケアの実際 

②治療の場における認知症高齢者のアセスメントによるケアの実際 

③生活の場における認知症高齢者のアセスメントによるケアの実際 

 

5．まとめ 

高齢者を主体とした看護実践を、包括的なアセスメントに基づいて実践するための自己

の課題と解決策のプレゼンテーション（学生） 

 

大湾明美 

〃 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

〃 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

〃 

〃 

 

 

大湾明美 

佐久川政吉 

〃 

 

 

大湾･田場 

 

テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 
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※CNS38 単位教育課程 

科 目 

コード 
51563 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅲ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅲ 

担当 

教員 

○大湾明美 名嘉村博

（非常勤）、伊志嶺恒洋

（非常勤）、城間健（非常

勤）、稲福哲也（非常勤）、

喜納美津男（非常勤）、笠

原大吾（非常勤） 

開講年次 
博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

高齢者に特徴的な健康障害と、必要な検査や侵襲性の高い治療や薬物療法の基本的な知識と高齢

者の特徴である歯科口腔環境が全身状態に及ぼす影響について学修する。また、地域包括ケアシス

テムにおける病院の医療と在宅医療のつなぎ（医療連携の機能）について学修する。 

到達目標 

1．高齢者に特徴的な健康障害の病態生理と、診断に必要な検査について述べることができる。 

2．高齢者に特徴的な健康障害の治療法（薬物療法を含む）について述べることができる。 

3．高齢者の歯科口腔環境が全身状態に及ぼす影響について述べることができる。 

4．地域包括ケアシステムにおける病院の医療と訪問診療のつなぎについて述べることができる。 

5．在宅でに薬物動態と座イラクにおける薬物療法について述べることができる。 

6．在宅での検査、治療を必要とする高齢者に必要な看護実践を提案できる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

 

 

第 11 回 

第 12 回 

 

 

第 13 回 

第 14 回 

 

第 15 回 

1．高齢者に多い疾患の病態生理と診断･治療法 

①老化を伴う呼吸器の病態生理と呼吸器疾患の診断に必要な検査 

②高齢者の呼吸器疾患の治療法（外来、入院、在宅） 

③老化に伴う循環器の病態生理と循環器疾患の診断に必要な検査 

④高齢者に特徴的な循環器疾患の治療法（外来、入院、在宅） 

⑤老化を伴う骨･筋肉の病態生理と整形疾患の診断に必要な検査 

⑥高齢者に特徴的な整形疾患の治療法（外来、入院、在宅） 

⑦高齢者の歯科口腔環境と歯科疾患 

⑧高齢者の歯科治療法（外来、入院、在宅） 

⑨認知症の病態生理とその診断に必要な検査 

⑩認知症の治療法（外来、入院、在宅） 

 

2．病院の医療と在宅医療のつなぎ（医療連携の機能） 

①訪問診療からみた認知症高齢者の医療連携 

②訪問診療からみた在宅看取りの医療連携 

 

3．薬物療法と在宅 

①薬物治療の種類と高齢者の薬物動態の特徴 

②在宅における薬剤療法 

 

4．まとめ 

検査や治療を必要とする高齢者に必要な看護実践の提案（学生） 

 

名嘉村博 

〃 

〃 

〃 

伊志嶺恒洋 

〃 

城間健 

〃 

稲福徹也 

〃 

 

 

喜納美津男 

〃 

 

 

笠原大吾 

〃 

 

 

大湾明美 

テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 

※CNS38 単位教育課程 

科 目 

コード 
51564 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅳ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅳ 

担当 

教員 

○大湾明美 田場由紀 

東嵩西寿枝（非常勤） 

石橋みゆき（非常勤） 

桑田美代子（非常勤） 

開講年次 
博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

高齢者と家族を取り巻く社会の変遷から多死社会の現状と課題を導き、高齢者の権利擁護について

学修する。また、家族の理解に必要な家族システム理論、家族危機理論、ソーシャルサポートを学び、

老性変化による生活機能障害が家族機能と家族関係にもたらす課題について学修する。さらに、高齢

者とその家族への倫理的な判断を含む高度な看護判断が求められる意思決定支援について、特に、退

院支援と看取りに焦点をあてて実践的に学び、End of Life Careの看護実践および在宅看取りの可能

性と限界を学修する。 

到達目標 

1．我が国における高齢者と家族を取り巻く社会の変遷について述べることができる。 

2．家族の理解に必要な理論（家族システム理論、家族危機理論、ソーシャルサポート）について述べるこ 

とができる。 

3．老性変化がもたらす生活機能障害が家族機能と家族関係に与える影響と課題を述べることができる。 

4．高齢者とその家族の意思決定へのアセスメントによる看護実践について述べることができる。 

5．退院支援や End of Life Care の実践から、高齢者の意思決定へのアセスメントと看護実践について具 

体的に提案できる。 

5．在宅看取りの可能性と限界から、在宅での看取りを推進のための在宅看護の提案ができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第 1 回 

第 2 回 

 

  

第 3 回 

第 4 回 

 

 

第 5 回 

第 6 回 

 

 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

 

 

第 11 回 

第 12 回 

 

 

第 13 回 

第 14 回 

 

 

1．高齢者と家族を取り巻く社会の変遷 

 ①多死社会を迎えた我が国の高齢者死亡の現状と課題 

②高齢者の権利擁護に関する国内外の動向と課題 

 

2．家族機能と家族関係を理解するための理論 

①家族システム理論、家族危機理論から捉えた家族機能 

②ソーシャル・ネットワークから捉えた家族関係 

 

3．高齢者の生活機能障害が家族関係に与える影響と高齢者ケアの課題 

①高齢者の生活機能障害と身体拘束、高齢者虐待 

②高齢者の生活機能障害とリロケーション・ダメージ 

 

４．高齢者とその家族の意思決定へのアセスメントと看護実践 

①退院支援における高齢者と家族の意思決定へのアセスメントと看護実践 

②退院支援における高齢者と家族の意思決定を支える看護実践 

③在宅の場における高齢者と家族の意思決定へのアセスメントと看護実践 

④家族による意思決定の限界とその看護実践 

 

5．End of Life Care の実際 

  ①End of Life Care 期の高齢者への看護実践 

  ②End of Life Care 期の家族への看護実践 

 

6．在宅看取りの可能性と限界 

  ①家族と地域の価値に支えられた重介護のひとり暮らし高齢者の在宅死の可能性 

  ②家族と地域および専門職の価値による在宅での End of Life Care の限界 

 

 

 

大湾明美 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

 

 

東嵩西寿枝 

〃 

石橋みゆき 

〃 

 

 

桑田美代子 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 
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※CNS38 単位教育課程 

科 目 

コード 
51564 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅳ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅳ 

担当 

教員 

○大湾明美 田場由紀 

東嵩西寿枝（非常勤） 

石橋みゆき（非常勤） 

桑田美代子（非常勤） 

開講年次 
博士前期課程 

1 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

高齢者と家族を取り巻く社会の変遷から多死社会の現状と課題を導き、高齢者の権利擁護について

学修する。また、家族の理解に必要な家族システム理論、家族危機理論、ソーシャルサポートを学び、

老性変化による生活機能障害が家族機能と家族関係にもたらす課題について学修する。さらに、高齢

者とその家族への倫理的な判断を含む高度な看護判断が求められる意思決定支援について、特に、退

院支援と看取りに焦点をあてて実践的に学び、End of Life Careの看護実践および在宅看取りの可能

性と限界を学修する。 

到達目標 

1．我が国における高齢者と家族を取り巻く社会の変遷について述べることができる。 

2．家族の理解に必要な理論（家族システム理論、家族危機理論、ソーシャルサポート）について述べるこ 

とができる。 

3．老性変化がもたらす生活機能障害が家族機能と家族関係に与える影響と課題を述べることができる。 

4．高齢者とその家族の意思決定へのアセスメントによる看護実践について述べることができる。 

5．退院支援や End of Life Care の実践から、高齢者の意思決定へのアセスメントと看護実践について具 

体的に提案できる。 

5．在宅看取りの可能性と限界から、在宅での看取りを推進のための在宅看護の提案ができる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第 1 回 

第 2 回 

 

  

第 3 回 

第 4 回 

 

 

第 5 回 

第 6 回 

 

 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

 

 

第 11 回 

第 12 回 

 

 

第 13 回 

第 14 回 

 

 

1．高齢者と家族を取り巻く社会の変遷 

 ①多死社会を迎えた我が国の高齢者死亡の現状と課題 

②高齢者の権利擁護に関する国内外の動向と課題 

 

2．家族機能と家族関係を理解するための理論 

①家族システム理論、家族危機理論から捉えた家族機能 

②ソーシャル・ネットワークから捉えた家族関係 

 

3．高齢者の生活機能障害が家族関係に与える影響と高齢者ケアの課題 

①高齢者の生活機能障害と身体拘束、高齢者虐待 

②高齢者の生活機能障害とリロケーション・ダメージ 

 

４．高齢者とその家族の意思決定へのアセスメントと看護実践 

①退院支援における高齢者と家族の意思決定へのアセスメントと看護実践 

②退院支援における高齢者と家族の意思決定を支える看護実践 

③在宅の場における高齢者と家族の意思決定へのアセスメントと看護実践 

④家族による意思決定の限界とその看護実践 

 

5．End of Life Care の実際 

  ①End of Life Care 期の高齢者への看護実践 

  ②End of Life Care 期の家族への看護実践 

 

6．在宅看取りの可能性と限界 

  ①家族と地域の価値に支えられた重介護のひとり暮らし高齢者の在宅死の可能性 

  ②家族と地域および専門職の価値による在宅での End of Life Care の限界 

 

 

 

大湾明美 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

 

 

東嵩西寿枝 

〃 

石橋みゆき 

〃 

 

 

桑田美代子 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 
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第 15 回 

 

 

7．まとめ 

高度な医療を必要とする高齢者、あるいは認知症高齢者の事例を選定し、意思決定へ

のアセスメントを実施し、家族・関係者との協働による在宅看護を提案する（学生） 

 

 

大湾･田場 

テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 

※CNS38 単位教育課程 

科 目 

コード 
51565 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅴ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅴ 

担当 

教員 

○大湾明美 田場由紀 

坂東瑠美（非常勤）  

美底恭子（非常勤） 

開講年次 
博士前期課程 

2 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

グローバルな視点での国内外の高齢者保健医療福祉政策の変遷および、ローカルな視点での沖縄

県で独自に展開された高齢者保健医療福祉政策から、環境・文化との相互作用として政策を理解し、

地域の課題に照らして解決策が見いだされてきた実際を学ぶ。また、グローバルな視点としてプラ

イマリ・ヘルス・ケアの理念を理解しつつ、ローカルな視点でひとりの高齢者のニーズから家族、

関係者、地域の人々と保健医療福祉の専門職との協働で創造する高齢者のサポートシステムのプロ

セスを学修する。地域で生活する高齢者を取り巻く環境・文化を活かし、地域包括ケアシステムの

構築に向けた高齢者ケアの提案ができる。 

到達目標 

1．グローバルな視点から保健医療福祉政策の現状と課題を理解しつつ、ローカルな地域の実情に合わせ

個別的な政策を学び、、環境・文化との相互作用として政策を理解する。 

2．プライマリ・ヘルス・ケアの理念に基づき、地域のおかれた状況（課題）の中に解決策が潜在していること

を理解する。 

3．環境・文化を活かし高齢者のサポートシステムを創造している高度実践から「協働」とは何かを実践的に

理解し、サポート（政策やサービス）の活用に留まらず、高齢者のニーズからケアを創造するための老人

専門看護師の役割を述べることができる。 

4．地域包括ケアシステムの実現にむけて、老人専門看護師として取り組むべき課題を考察することがで 

る。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

 

 

第 5 回 

第 6 回 

 

 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

 

 

 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

 

 

第 15 回 

1．環境･文化の影響を受ける高齢者保健医療福祉政策 

①国内外の高齢者保健医療福祉政策 

②国内外の認知症対策の現状 

③沖縄県の高齢者保健医療政策の歴史 

④プライマリ・ヘルス・ケアから捉えた沖縄県の高齢者保健医療政策 

  

2． サポートシステムの理解 

①ソーシャル・サポート・ネットワークとソーシャル・キャピタル 

③ケアマネジメントとソーシャルワーク 

 

3．サポートシステム活用の実際 

 ①ケース・ワークとサポートシステムの活用 

 ②グループ・ワークとサポートシステムの活用 

 ③コミュニティ・ワークとサポートシステムの活用 

  

 

4．「協働」による地域包括ケアシステムの創造（実践事例） 

①看護専門職と高齢者、家族、関係者との協働による高齢者ケア 

②看護専門職と地域住民との協働による高齢者ケア 

③協働による新たな介護予防 

④協働による新たな地域ケア 

⑤協働による新たな地域ケアシステムの創造 

 

5．まとめ 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、老人専門看護師として取り組むべき課題につ

いてのプレゼンテーション（学生） 

 

大湾明美 

〃 

〃 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 

〃 

 

 

 

坂東瑠美 

美底恭子 

田場由紀 

大湾明美 

〃 

 

 

大湾･田場 
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※CNS38 単位教育課程 

科 目 

コード 
51565 

授業 

科目 

実践老年看護特論Ⅴ 

Practical Geriatric Nursing Theory Ⅴ 

担当 

教員 

○大湾明美 田場由紀 

坂東瑠美（非常勤）  

美底恭子（非常勤） 

開講年次 
博士前期課程 

2 年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・特論 

授業

形態 
講義 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 30 時間 

授業概要 

グローバルな視点での国内外の高齢者保健医療福祉政策の変遷および、ローカルな視点での沖縄

県で独自に展開された高齢者保健医療福祉政策から、環境・文化との相互作用として政策を理解し、

地域の課題に照らして解決策が見いだされてきた実際を学ぶ。また、グローバルな視点としてプラ

イマリ・ヘルス・ケアの理念を理解しつつ、ローカルな視点でひとりの高齢者のニーズから家族、

関係者、地域の人々と保健医療福祉の専門職との協働で創造する高齢者のサポートシステムのプロ

セスを学修する。地域で生活する高齢者を取り巻く環境・文化を活かし、地域包括ケアシステムの

構築に向けた高齢者ケアの提案ができる。 

到達目標 

1．グローバルな視点から保健医療福祉政策の現状と課題を理解しつつ、ローカルな地域の実情に合わせ

個別的な政策を学び、、環境・文化との相互作用として政策を理解する。 

2．プライマリ・ヘルス・ケアの理念に基づき、地域のおかれた状況（課題）の中に解決策が潜在していること

を理解する。 

3．環境・文化を活かし高齢者のサポートシステムを創造している高度実践から「協働」とは何かを実践的に

理解し、サポート（政策やサービス）の活用に留まらず、高齢者のニーズからケアを創造するための老人

専門看護師の役割を述べることができる。 

4．地域包括ケアシステムの実現にむけて、老人専門看護師として取り組むべき課題を考察することがで 

る。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

 

 

第 5 回 

第 6 回 

 

 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

 

 

 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

 

 

第 15 回 

1．環境･文化の影響を受ける高齢者保健医療福祉政策 

①国内外の高齢者保健医療福祉政策 

②国内外の認知症対策の現状 

③沖縄県の高齢者保健医療政策の歴史 

④プライマリ・ヘルス・ケアから捉えた沖縄県の高齢者保健医療政策 

  

2． サポートシステムの理解 

①ソーシャル・サポート・ネットワークとソーシャル・キャピタル 

③ケアマネジメントとソーシャルワーク 

 

3．サポートシステム活用の実際 

 ①ケース・ワークとサポートシステムの活用 

 ②グループ・ワークとサポートシステムの活用 

 ③コミュニティ・ワークとサポートシステムの活用 

  

 

4．「協働」による地域包括ケアシステムの創造（実践事例） 

①看護専門職と高齢者、家族、関係者との協働による高齢者ケア 

②看護専門職と地域住民との協働による高齢者ケア 

③協働による新たな介護予防 

④協働による新たな地域ケア 

⑤協働による新たな地域ケアシステムの創造 

 

5．まとめ 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、老人専門看護師として取り組むべき課題につ

いてのプレゼンテーション（学生） 

 

大湾明美 

〃 

〃 

〃 

 

 

田場由紀 

〃 

 

 

大湾明美 

〃 

〃 

 

 

 

坂東瑠美 

美底恭子 

田場由紀 

大湾明美 

〃 

 

 

大湾･田場 
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博
士
前
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博
士
後
期
課
程



テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 

※CNS38 単位教育課程 
科 目 

コード 
51566 

授業 

科目 

実践老年看護演習Ⅰ 

Practical Geriatric Nursing SeminarⅠ 

担当 

教員 
○大湾明美 田場由紀  

開講年次 
博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 2 単位 科目 

分類 
専門科目・演習 

授業

形態 
演習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 60 時間 

授業概要 

在宅において、高度な医療支援や生活支援を要する高齢者のケアがエビデンスに基づいて実践

できるよう、在宅ケアの実践、教育、研究の現状について、最新の国内外の文献を通して知識を

深め、自己の課題を明確化する。また、在宅の高齢者ケアにおける最新の課題（倫理的課題を含

む）について学び、老人専門看護師の役割・機能を学修する。 

到達目標 

１．在宅ケアの歴史と在宅ケアの実践における現状と課題を学ぶ。 

２．在宅ケアにおける医療支援と生活支援の特徴と課題を述べることができる。 

３．在宅ケアにおける実践、教育、研究の現状について、国内外の文献を活用し調査報告することがで

きる。 

４．最新の国内外の文献を通して得た知識に基づき、自己の課題を明確化し、老人専門看護師の役割・

機能を考察できる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第１・2 回 

 

 

 

第 3・4 回 

 

 

 

第 5～14 回 

 

第 15 回 

 

第 16・17 回 

 

第 18 回 

 

第 19～28 回 

 

第 29・30 回 

 

１．在宅ケアの歴史と現状 

①在宅ケアの概念 

②国内外の在宅ケアの歴史と動向 

 

２．在宅ケアにおける医療支援と生活支援の特徴と課題 

①在宅ケアにおける医療支援と生活支援の歴史と政策 

②在宅ケアにおける医療行為 

 

３．在宅ケアにおける実践、教育、研究の現状に関する文献検討と調査報告（学生） 

 

４．調査報告の結果を踏まえた自己の課題の明確化とプレゼンテーション（学生） 

 

５．自己の課題を明確にするためのディスカッション 

 

６．自己の課題に照らした文献検討のためのディスカッション 

 

７．自己の課題に照らした文献検討と調査報告（学生） 

 

８．課題解決に向けて果たすべき老人専門看護師の役割・機能の考察とプレゼンテー

ション（学生）とディスカッション 

 

大湾明美 

 

 

 

田場由紀 

 

 

 

大湾・田場 

 

〃 

 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 

─ 118 ─



※CNS38 単位教育課程 
科 目 

コード 
51566 

授業 

科目 

実践老年看護演習Ⅰ 

Practical Geriatric Nursing SeminarⅠ 

担当 

教員 
○大湾明美 田場由紀  

開講年次 
博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 2 単位 科目 

分類 
専門科目・演習 

授業

形態 
演習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 60 時間 

授業概要 

在宅において、高度な医療支援や生活支援を要する高齢者のケアがエビデンスに基づいて実践

できるよう、在宅ケアの実践、教育、研究の現状について、最新の国内外の文献を通して知識を

深め、自己の課題を明確化する。また、在宅の高齢者ケアにおける最新の課題（倫理的課題を含

む）について学び、老人専門看護師の役割・機能を学修する。 

到達目標 

１．在宅ケアの歴史と在宅ケアの実践における現状と課題を学ぶ。 

２．在宅ケアにおける医療支援と生活支援の特徴と課題を述べることができる。 

３．在宅ケアにおける実践、教育、研究の現状について、国内外の文献を活用し調査報告することがで

きる。 

４．最新の国内外の文献を通して得た知識に基づき、自己の課題を明確化し、老人専門看護師の役割・

機能を考察できる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第１・2 回 

 

 

 

第 3・4 回 

 

 

 

第 5～14 回 

 

第 15 回 

 

第 16・17 回 

 

第 18 回 

 

第 19～28 回 

 

第 29・30 回 

 

１．在宅ケアの歴史と現状 

①在宅ケアの概念 

②国内外の在宅ケアの歴史と動向 

 

２．在宅ケアにおける医療支援と生活支援の特徴と課題 

①在宅ケアにおける医療支援と生活支援の歴史と政策 

②在宅ケアにおける医療行為 

 

３．在宅ケアにおける実践、教育、研究の現状に関する文献検討と調査報告（学生） 

 

４．調査報告の結果を踏まえた自己の課題の明確化とプレゼンテーション（学生） 

 

５．自己の課題を明確にするためのディスカッション 

 

６．自己の課題に照らした文献検討のためのディスカッション 

 

７．自己の課題に照らした文献検討と調査報告（学生） 

 

８．課題解決に向けて果たすべき老人専門看護師の役割・機能の考察とプレゼンテー

ション（学生）とディスカッション 

 

大湾明美 

 

 

 

田場由紀 

 

 

 

大湾・田場 

 

〃 

 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 
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※CNS38 単位教育課程 
科 目 

コード 
51567 

授業 

科目 

実践老年看護演習Ⅱ 

Practical Geriatric Nursing SeminarⅡ 

担当 

教員 

○田場由紀 大湾明美 

 佐久川政吉（非常勤） 

開講年次 
博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 2 単位 科目 

分類 
専門科目・演習 

授業

形態 
演習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 60 時間 

授業概要 

認知症高齢者ケアがエビデンスに基づいて実践できるよう、認知症ケアの実践、教育、研究の

現状について、最新の国内外の文献を通して知識を深め、自己の課題を明確化する。また、認知

症高齢者のケアにおける最新の課題（倫理的課題を含む）について学び、老人専門看護師の役割・

機能を学修する。 

到達目標 

１．認知症ケアの歴史と国内外の政策を学ぶ。 

２．認知症ケアにおけるケア技法を学ぶ。 

３．認知症ケアにおける実践、教育、研究の現状について、国内外の文献を活用し調査報告することが

できる。 

４．最新の国内外の文献を通して得た知識に基づき、自己の課題を明確化し、老人専門看護師の役割・

機能を考察できる。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

第１・2 回 

 

第 3・4 回 

 

 

 

第 5～14 回 

 

 

第 15 回 

 

第 16・17 回 

 

第 18 回 

 

第 19～28 回 

 

第 29・30 回 

 

１．認知症ケアの歴史と現状 

 

２．認知症ケアの技法 

①パーソン・センタード・ケア 

②認知症ケアとして開発された多様な療法とその特徴 

 

３．認知症ケアにおける実践、教育、研究の現状に関する文献検討と調査報告（学生） 

 

 

４．調査報告の結果を踏まえた自己の課題の明確化とプレゼンテーション（学生） 

 

５．自己の課題を明確にするためのディスカッション 

 

６．自己の課題に照らした文献検討のためのディスカッション 

 

７．自己の課題に照らした文献検討と調査報告（学生） 

 

８．課題解決に向けて果たすべき老人専門看護師の役割・機能の考察とプレゼンテー

ション（学生）とディスカッション 

 

田場由紀 

 

佐久川政吉 

 

 

 

田場・大湾 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

テキスト  

参考文献  

成績評価 

の方法 
授業への参加態度や、討論、プレゼンテーション、課題レポートに基づき、総合的に行う。 

備 考 
進め方：各教員が専門的立場から講義形式を中心に行う。 

運 営：授業への主体的参加を前提に、院生の発表と討議により理解を深める。 

※CNS38 単位教育課程 
科 目 
コード 51568 

授業 

科目 

実践老年看護実習Ⅰ 

Geriatric Nursing Practicum Ⅰ 

担当 

教員 

○田場由紀  

大湾明美  

開講年次 博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 ４単位 科目 

分類 
専門科目・実習 

授業

形態 
実習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 180 時間 

授業概要 
在宅で高度な医療支援を必要とし、生活機能障害を抱え在宅で生活する高齢者とその家族に対し、

総合的なアセスメントを実施して生活ニーズを導き、看護過程を展開する。また、ニーズを充足す

るために、本人を含めた保健医療福祉専門職、家族、関係者との協働による個別ケアを実践し、老

人専門看護師としての能力を養う。 

到達目標 
1. 在宅で高度な医療ケアを必要とし、生活機能障害を持つ高齢者の生活ニーズを解決するために、アセ

スメント、計画、実施（直接ケア、教育、相談、調整、倫理調整）、評価を展開することができる。 

2. 都市部と沖縄県において特徴的な島嶼部の在宅での高齢者ケアの実習を通して、地域の違いによる看

護実践上の課題を述べることができる。 

3. 老人専門看護師という高度看護実践者として、看護実践上の課題の解決に向けた提案ができる。 

回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1．都市部において在宅ケアを受けている場での実習（2 週間以上） 

（実習施設：所在地，浦添市．名嘉村クリニック在宅ケアセンター） 

1）訪問看護ステーション等で、老人看護専門看護師相当の指導者（師長、所長、看 

護部長）の指導を受け、アセスメント、計画、実施（直接ケア、教育、相談、調整、 

倫理調整）、評価の看護実践を行う。 

2）看護実践事例のうち3 事例を選択し、ケースレポートを作成する。事例選定は、高度

な医療支援を要する高齢者（看取りを含む）、認知症高齢者、実習先の処遇困難事

例を含むものとする。 

3）ケースレポートをもとに担当教員と事例検討し、看護実践上の課題を見いだす。 

4）看護実践上の課題の解決に向けたレポートを作成し、プレゼンテーションし、指導 

教員とディスカッションをする。 

5）課題の解決に向けたレポートを作成し、老人看護専門看護師相当の指導者にプ 

レゼンテーションし、課題解決の具体策を共に検討する。 

 

2．島嶼部において在宅ケアを受けている場での実習（2 週間以上） 

（実習施設・所在地，宮古島市．小規模多機能型居宅介護事業所きゅーぬふから舎） 

1）小規模多機能型居宅介護事業所等で、老人看護専門看護師相当の指導者（師

長、所長、看護部長）の指導を受け、アセスメント、計画、実施（直接ケア、教育、相

談、調整、倫理調整）、評価の看護実践行う。 

2）看護実践事例のうち3 事例を選択し、ケースレポートを作成する。事例選定は、都市

部と同様とする。 

3）ケースレポートをもとに担当教員と事例検討し、看護実践上の課題を見いだす。 

4）看護実践上の課題の解決に向けたレポートを作成し、プレゼンテーションし、指導 

教員とディスカッションをする。 

5）課題の解決に向けたレポートを作成し、老人看護専門看護師相当の指導者にプ 

レゼンテーションし、課題解決の具体策を共に検討する。 

 

田場由紀 

大湾明美 

 

 

 

教育の 

進め方､ 

運営､評価 

進め方：学生は主体的に担当教員と実習先の指導者と調整し、指導のもとに計画、実施する。 

運営：学生の主体で展開する。 

評価：ディスカッションにおける参加度、実習先の指導者の情報、実習計画書、プレゼンテーション内容、

ディスカッション内容、レポートに基づき、総合的に評価する。 

備 考 
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※CNS38 単位教育課程 
科 目 
コード 51568 

授業 

科目 

実践老年看護実習Ⅰ 

Geriatric Nursing Practicum Ⅰ 

担当 

教員 

○田場由紀  

大湾明美  

開講年次 博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 ４単位 科目 

分類 
専門科目・実習 

授業

形態 
実習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 180 時間 

授業概要 
在宅で高度な医療支援を必要とし、生活機能障害を抱え在宅で生活する高齢者とその家族に対し、

総合的なアセスメントを実施して生活ニーズを導き、看護過程を展開する。また、ニーズを充足す

るために、本人を含めた保健医療福祉専門職、家族、関係者との協働による個別ケアを実践し、老

人専門看護師としての能力を養う。 

到達目標 
1. 在宅で高度な医療ケアを必要とし、生活機能障害を持つ高齢者の生活ニーズを解決するために、アセ

スメント、計画、実施（直接ケア、教育、相談、調整、倫理調整）、評価を展開することができる。 

2. 都市部と沖縄県において特徴的な島嶼部の在宅での高齢者ケアの実習を通して、地域の違いによる看

護実践上の課題を述べることができる。 

3. 老人専門看護師という高度看護実践者として、看護実践上の課題の解決に向けた提案ができる。 

回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1．都市部において在宅ケアを受けている場での実習（2 週間以上） 

（実習施設：所在地，浦添市．名嘉村クリニック在宅ケアセンター） 

1）訪問看護ステーション等で、老人看護専門看護師相当の指導者（師長、所長、看 

護部長）の指導を受け、アセスメント、計画、実施（直接ケア、教育、相談、調整、 

倫理調整）、評価の看護実践を行う。 

2）看護実践事例のうち3 事例を選択し、ケースレポートを作成する。事例選定は、高度

な医療支援を要する高齢者（看取りを含む）、認知症高齢者、実習先の処遇困難事

例を含むものとする。 

3）ケースレポートをもとに担当教員と事例検討し、看護実践上の課題を見いだす。 

4）看護実践上の課題の解決に向けたレポートを作成し、プレゼンテーションし、指導 

教員とディスカッションをする。 

5）課題の解決に向けたレポートを作成し、老人看護専門看護師相当の指導者にプ 

レゼンテーションし、課題解決の具体策を共に検討する。 

 

2．島嶼部において在宅ケアを受けている場での実習（2 週間以上） 

（実習施設・所在地，宮古島市．小規模多機能型居宅介護事業所きゅーぬふから舎） 

1）小規模多機能型居宅介護事業所等で、老人看護専門看護師相当の指導者（師

長、所長、看護部長）の指導を受け、アセスメント、計画、実施（直接ケア、教育、相

談、調整、倫理調整）、評価の看護実践行う。 

2）看護実践事例のうち3 事例を選択し、ケースレポートを作成する。事例選定は、都市

部と同様とする。 

3）ケースレポートをもとに担当教員と事例検討し、看護実践上の課題を見いだす。 

4）看護実践上の課題の解決に向けたレポートを作成し、プレゼンテーションし、指導 

教員とディスカッションをする。 

5）課題の解決に向けたレポートを作成し、老人看護専門看護師相当の指導者にプ 

レゼンテーションし、課題解決の具体策を共に検討する。 

 

田場由紀 

大湾明美 

 

 

 

教育の 

進め方､ 

運営､評価 

進め方：学生は主体的に担当教員と実習先の指導者と調整し、指導のもとに計画、実施する。 

運営：学生の主体で展開する。 

評価：ディスカッションにおける参加度、実習先の指導者の情報、実習計画書、プレゼンテーション内容、

ディスカッション内容、レポートに基づき、総合的に評価する。 

備 考 
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※CNS38 単位教育課程 
科 目 
コード 51569 

授業 

科目 

実践老年看護実習Ⅱ 

Geriatric Nursing Practicum Ⅱ 

担当 

教員 

○田場由紀 

大湾明美  

開講年次 博士前期課程 

1 年次後期 
単位数 ４単位 科目 

分類 
専門科目・実習 

授業

形態 
実習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 180 時間 

授業概要 
認知機能障害を抱え、多様な場でケアを受けつつ治療や療養生活をしている高齢者とその家族に

対し、総合的なアセスメントを実施して生活ニーズを導き、看護過程を展開する。認知機能障害を

抱える高齢者のコミュニケーション障害への支援方法を見いだしたうえで、本人を含めた保健医療

福祉専門職、家族、関係者との協働による個別ケアを実践し、老人専門看護師としての能力を養う。 

到達目標 
1．急性期の治療を必要とする認知症高齢者に対し、生活機能障害を持つ高齢者の生活ニーズを解決し、

治療やリロケーションへの適応を促進するために、アセスメント、計画、実施（直接ケア、教育、相談、調整、

倫理調整）、評価を展開することができる。 

2．認知症治療および慢性疾患の急性増悪に伴う急性期治療に特徴的な認知症ケアの実習を通して、認

知症ケアにおける看護実践上の課題を述べることができる。 

3．老人専門看護師という高度看護実践者として、看護実践上の課題の解決に向けた提案ができる。 

回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1．精神科病棟における認知症急性期治療の場での実習（2 週間以上） 

（実習施設：所在地，那覇市．オリブ山病院） 

1）認知症治療病棟等で、老人看護専門看護師相当の指導者（師長、所長、看護部長）

の指導を受け、アセスメント、計画、実施（直接ケア、教育、相談、調整、倫理調整）、

評価の看護実践を行う。 

2）看護実践事例のうち 3 事例を選択し、ケースレポートを作成する。事例選定は、入院

初期の高齢者、在宅移行期の高齢者、実習先の処遇困難事例を含むものとする。 

3）ケースレポートをもとに担当教員と事例検討し、看護実践上の課題を見いだす。 

4）看護実践上の課題の解決に向けたレポートを作成し、プレゼンテーションし、指導 

教員とディスカッションをする。 

5）課題の解決に向けたレポートを作成し、老人看護専門看護師相当の指導者にプ 

レゼンテーションし、課題解決の具体策を共に検討する。 

 

2．急性期病院における慢性疾患の急性増悪の治療の場での実習（2 週間以上） 

（実習施設・所在地，浦添市．浦添総合病院） 

1）急性期病院等で、老人看護専門看護師の指導者（師長、所長、看護部長）の指導を

受け、アセスメント、計画、実施、評価の看護実践を 3 事例選択し、ケースレポートを

作成する。 

2）事例選定は、認知機能が低下し不穏症状などが発症している高齢者で入院初期の

高齢者、入院治療が概ね終了し在宅移行期の認知症高齢者、中核症状や周辺症

状で実習先の処遇困難事例を含むものとする。 

3）ケースレポートをもとに担当教員と事例検討し、看護実践上の課題を見いだす。 

4）看護実践上の課題の解決に向けたレポートを作成し、プレゼンテーションし、指導 

教員とディスカッションをする。 

5）課題の解決に向けたレポートを作成し、老人看護専門看護師相当の指導者にプ 

レゼンテーションし、課題解決の具体策を共に検討する。 

 

田場由紀 

大湾明美 

 

 

 

教育の 

進め方､ 

運営､評価 

進め方：学生は主体的に担当教員と実習先の指導者と調整し、指導のもとに計画、実施する。 

運営：学生の主体で展開する。 

評価：ディスカッションにおける参加度、実習先の指導者の情報、実習計画書、プレゼンテーション内容、

ディスカッション内容、レポートに基づき、総合的に評価する。 

備 考 
 

※CNS38 単位教育課程 
科 目 

コード 
51571 

授業 

科目 

実践老年看護実習Ⅲ 

Geriatric Nursing Practicum Ⅲ 

担当 

教員 

○大湾明美 

田場由紀 

開講年次 博士前期課程 

２年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・実習 

授業

形態 
実習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 90 時間 

授業概要 

複雑な健康問題を抱える高齢者やその家族への看護活動を通して、集団としてのニーズをとらえ看

護実践を展開する。また、集団を対象とした看護実践を通して、専門職、非専門職との協働連携に

取り組み、専門職、非専門職への教育、相談、調整について学ぶことで、老人専門看護師としての

能力を養う。 

到達目標 

1. 地域ケアを担う認知症高齢者専門施設、診療所などで、家族を含む認知症高齢者への高度な直接ケア

ができる。 

2. 高齢者ケアの場で老人看護専門看護師（およびそれに相当する看護職者）の指導のもとに、専門看護

師としての看護実践（直接ケア、教育、相談、調整、倫理調整）が理解できる。 

回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．施設内ケアの老人専門看護師が勤務する機関・組織における実習（１週間以上） 

（実習施設・所在地，東京都青梅市．青梅慶友病院） 

１）老人看護専門看護師の指導者のもとに、「実践老年看護実習Ⅰ・Ⅱ」での学びや看護

実践上の課題の解決方法をいかし、１事例を受け持ち、家族へのケアを含め看護実践

をする。 

２）自らの看護実践を、専門看護師に求められる役割機能（直接ケア、教育、相談、調整、

倫理調整）に照らして考察する。特に、保健医療福祉の専門職者へのコンサルテーシ

ョンや調整の視点からレポートを作成する。 

３）レポートをもとに、プレゼンテーションし、専門看護師、担当教員とディスカッションを行

う。 

４）老人専門看護師が身につけるべきコンサルテーションや調整についてレポートする。 

 

２．地域ケアの高度実践者が勤務する機関・組織における実習（１週間以上） 

（実習施設・所在地．沖縄県竹富町．沖縄県立八重山病院附属波照間診療所） 

１）老人看護専門看護師に相当する看護職者の看護活動（直接ケア、スタッフへの教育、

相談、調整、管理運営）に１事例を受け持ちながら参加する。 

２）老人看護専門看護師の看護職や保健医療福祉の専門職者および地域住民を含む非

専門職者との協働連携の視点からレポートを作成する。 

３）レポートをもとに、プレゼンテーションし、担当教員と実習指導者（老人看護専門看護

師に相当する看護職）とディスカッションを行う。 

４）ディスカッションの内容を踏まえ、老人専門看護師が身につけるべき協働連携能力に

ついてレポートする。 

 

３．最終報告及び担当教員とのディスカッション 

 「実践老年看護実習Ⅰ」、「実践老年看護実習Ⅱ」、「実践老年看護実習Ⅲ」を振り返り、 

「老人看護専門看護師に求められるケア力」について最終報告を行い、担当教員とディス

カッションをし、自己の課題を明らかにし、「実践老年看護課題研究」につなげる。 

 

大湾明美 

田場由紀 

 

教育の 

進め方､ 

運営､評価 

進め方：学生は主体的に担当教員と実習先の指導者と調整し、指導のもとに計画、実施する。 

運営：学生の主体で展開する。 

評価：ディスカッションにおける参加度、実習先の指導者の情報、実習計画書、プレゼンテーション内容、

ディスカッション内容、レポートに基づき、総合的に評価する。 

備 考 
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※CNS38 単位教育課程 
科 目 

コード 
51571 

授業 

科目 

実践老年看護実習Ⅲ 

Geriatric Nursing Practicum Ⅲ 

担当 

教員 

○大湾明美 

田場由紀 

開講年次 博士前期課程 

２年次前期 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・実習 

授業

形態 
実習 

選択必修 選択（分野必修） 時間数 90 時間 

授業概要 

複雑な健康問題を抱える高齢者やその家族への看護活動を通して、集団としてのニーズをとらえ看

護実践を展開する。また、集団を対象とした看護実践を通して、専門職、非専門職との協働連携に

取り組み、専門職、非専門職への教育、相談、調整について学ぶことで、老人専門看護師としての

能力を養う。 

到達目標 

1. 地域ケアを担う認知症高齢者専門施設、診療所などで、家族を含む認知症高齢者への高度な直接ケア

ができる。 

2. 高齢者ケアの場で老人看護専門看護師（およびそれに相当する看護職者）の指導のもとに、専門看護

師としての看護実践（直接ケア、教育、相談、調整、倫理調整）が理解できる。 

回 数 教 育 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．施設内ケアの老人専門看護師が勤務する機関・組織における実習（１週間以上） 

（実習施設・所在地，東京都青梅市．青梅慶友病院） 

１）老人看護専門看護師の指導者のもとに、「実践老年看護実習Ⅰ・Ⅱ」での学びや看護

実践上の課題の解決方法をいかし、１事例を受け持ち、家族へのケアを含め看護実践

をする。 

２）自らの看護実践を、専門看護師に求められる役割機能（直接ケア、教育、相談、調整、

倫理調整）に照らして考察する。特に、保健医療福祉の専門職者へのコンサルテーシ

ョンや調整の視点からレポートを作成する。 

３）レポートをもとに、プレゼンテーションし、専門看護師、担当教員とディスカッションを行

う。 

４）老人専門看護師が身につけるべきコンサルテーションや調整についてレポートする。 

 

２．地域ケアの高度実践者が勤務する機関・組織における実習（１週間以上） 

（実習施設・所在地．沖縄県竹富町．沖縄県立八重山病院附属波照間診療所） 

１）老人看護専門看護師に相当する看護職者の看護活動（直接ケア、スタッフへの教育、

相談、調整、管理運営）に１事例を受け持ちながら参加する。 

２）老人看護専門看護師の看護職や保健医療福祉の専門職者および地域住民を含む非

専門職者との協働連携の視点からレポートを作成する。 

３）レポートをもとに、プレゼンテーションし、担当教員と実習指導者（老人看護専門看護

師に相当する看護職）とディスカッションを行う。 

４）ディスカッションの内容を踏まえ、老人専門看護師が身につけるべき協働連携能力に

ついてレポートする。 

 

３．最終報告及び担当教員とのディスカッション 

 「実践老年看護実習Ⅰ」、「実践老年看護実習Ⅱ」、「実践老年看護実習Ⅲ」を振り返り、 

「老人看護専門看護師に求められるケア力」について最終報告を行い、担当教員とディス

カッションをし、自己の課題を明らかにし、「実践老年看護課題研究」につなげる。 

 

大湾明美 

田場由紀 

 

教育の 

進め方､ 

運営､評価 

進め方：学生は主体的に担当教員と実習先の指導者と調整し、指導のもとに計画、実施する。 

運営：学生の主体で展開する。 

評価：ディスカッションにおける参加度、実習先の指導者の情報、実習計画書、プレゼンテーション内容、

ディスカッション内容、レポートに基づき、総合的に評価する。 

備 考 
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※CNS38単位教育課程 

科 目 

コード 
51572 

授業 

科目 

実践老年看護課題研究 
Practical Geriatric Nursing Problem 

Study 

担当 

教員 

◎大湾明美 

◎田場由紀 

開講年次 
博士前期課程 

1～2年次 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・課題研究 

授業 

形態 
演習 

選択必修 選択(分野必修) 時間数 60時間 

授業概要 
老年看護領域に関連した現場で（自分が）直面する課題に焦点をあて、講義･演習･実習を通

して得た課題の知識・技術を参考に、看護実践の改善・改革に関する報告書を作成する。 

到達目標 

1.研究指導教員の指導の下で研究課題を明確化し、看護実践上の問題の追及ならびにその改

善・改革を考究できる。 

2.論理的・倫理的思考ができ、実践における事実や思考過程のプロセスを記述できる。 

3.専門職者として生涯学習する態度を身につける。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

１年次 

 

 

 

 

2年次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・ 

 

1年次 

 

 

 

 

＜2年間での修了予定の場合＞ 

 4月 入学時ガイダンス：実践看護の課題に関するオリエンテーション* 

   研究指導教員希望届の提出・決定* 

履修指導、履修届の提出* 

＜11月～6月 CNS実習Ⅰ（4単位）＞                 

実習体験を通して課題を明確化する。 

 4月 課題研究計画書の作成 

 研究倫理審査申請 研究フィールドの依頼と決定 

 5月 研究課題にそって情報収集・情報分析 

   ＜7月～ CNS実習Ⅱ(2単位)＞ 

10月(4月) 課題研究報告書作成 

      主査・副査の決定 考察・論文作成 

12月(6月) 課題研究報告書（第１稿）・学位審査申請書の提出 * 

 1月(7月) 中間発表会、課題研究報告書(最終稿)の提出 * 

 2月(8月)  課題研究報告書審査・最終試験 * 

      合否及び修了判定 

 3月(9月)  公開発表会 *  

 課題研究報告書(保存版)の提出 * 

                   ※( )内は前学期修了予定の日程 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜3年間での修了予定の場合＞ 

 4月 入学時ガイダンス：実践看護の課題に関するオリエンテーション* 

   研究指導教員希望届の提出・決定* 

履修指導、履修届の提出* 

＜11月～3月 CNS実習Ⅰ（2単位）＞                    

実習体験を通して課題を明確化する。 

 

大湾明美 

田場由紀  
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※CNS38単位教育課程 

科 目 

コード 
51572 

授業 

科目 

実践老年看護課題研究 
Practical Geriatric Nursing Problem 

Study 

担当 

教員 

◎大湾明美 

◎田場由紀 

開講年次 
博士前期課程 

1～2年次 
単位数 ２単位 科目 

分類 
専門科目・課題研究 

授業 

形態 
演習 

選択必修 選択(分野必修) 時間数 60時間 

授業概要 
老年看護領域に関連した現場で（自分が）直面する課題に焦点をあて、講義･演習･実習を通

して得た課題の知識・技術を参考に、看護実践の改善・改革に関する報告書を作成する。 

到達目標 

1.研究指導教員の指導の下で研究課題を明確化し、看護実践上の問題の追及ならびにその改

善・改革を考究できる。 

2.論理的・倫理的思考ができ、実践における事実や思考過程のプロセスを記述できる。 

3.専門職者として生涯学習する態度を身につける。 

回 数 授 業 内 容 及 び 計 画 担当者名 

 

１年次 

 

 

 

 

2年次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・ 

 

1年次 

 

 

 

 

＜2年間での修了予定の場合＞ 

 4月 入学時ガイダンス：実践看護の課題に関するオリエンテーション* 

   研究指導教員希望届の提出・決定* 

履修指導、履修届の提出* 

＜11月～6月 CNS実習Ⅰ（4単位）＞                 

実習体験を通して課題を明確化する。 

 4月 課題研究計画書の作成 

 研究倫理審査申請 研究フィールドの依頼と決定 

 5月 研究課題にそって情報収集・情報分析 

   ＜7月～ CNS実習Ⅱ(2単位)＞ 

10月(4月) 課題研究報告書作成 

      主査・副査の決定 考察・論文作成 

12月(6月) 課題研究報告書（第１稿）・学位審査申請書の提出 * 

 1月(7月) 中間発表会、課題研究報告書(最終稿)の提出 * 

 2月(8月)  課題研究報告書審査・最終試験 * 

      合否及び修了判定 

 3月(9月)  公開発表会 *  

 課題研究報告書(保存版)の提出 * 

                   ※( )内は前学期修了予定の日程 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜3年間での修了予定の場合＞ 

 4月 入学時ガイダンス：実践看護の課題に関するオリエンテーション* 

   研究指導教員希望届の提出・決定* 

履修指導、履修届の提出* 

＜11月～3月 CNS実習Ⅰ（2単位）＞                    

実習体験を通して課題を明確化する。 

 

大湾明美 

田場由紀  

２年次 

 

３年次 

＜4月～3月 CNS実習Ⅰ（2単位）＞                     

実習体験を通して課題を明確化する。 

 4月 課題研究計画書の作成 

 研究倫理審査申請 研究フィールドの依頼と決定 

 5月 研究課題にそって情報収集・情報分析 

      ＜4月～ CNS実習Ⅱ(2単位)＞ 

10月(4月)  課題研究報告書作成 

       主査・副査の決定 考察・論文作成 

12月(6月)  課題研究報告書（第１稿）・学位審査申請書の提出* 

 1月(7月)  中間発表会、課題研究報告書(最終稿)の提出* 

 2月(8月)  課題研究報告書審査・最終試験* 

       合否及び修了判定 

 3月(9月)   公開発表会*  

  課題研究報告書(保存版)の提出* 

                 ※( )内は前学期修了予定の日程 

テキスト 関連資料、文献などを適宜配付する。 

参考文献 必要に応じ参考資料、参考文献などを適宜配付する。 

成績評価 

の方法 

審査委員会により総合科目試験（口頭及び筆答による）、課題研究報告書の審査および最終試

験（口頭又は筆答による）を行う。 

備 考 

注）＊印のついた項目は、日程または提出期限が定められるものである。したがって、各自掲

示には十分注意を払うこと。 

◎は研究指導教員、それ以外は研究指導補助教員を示す。 
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